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In creating new molecular gel materials, the author found that squarylium alkylamides 

function as new low-molecule gelators and that the gel properties of the resulting molecular 

gels, such as gel-forming ability and mechanical properties, especially in thixotropic properties, 

are improved by mixing squarylium alkylamide homologs with different alkyl chain lengths 

compared to single gel systems. 
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分子性ゲルは、低分子ゲル化剤由来の自己組織化ファイバーが形成する網目構造と

溶媒により生成するゲル状態であり、新たなソフトマテリアルとして興味が持たれて

いる [1]。これまで講演者は、分子性ゲルの機能向上法として、異なる鎖長のアルキ

ル基を有する水素結合性の低分子化合物同族体の混合に関する研究を行ってきた 

[2]。本研究では、新しい分子性ゲル材料を創製することを目的として、アルキル鎖長

の異なるスクアリリウムアルキルアミド（Scheme 1）[3]の混合系オルガノゲルにおけ

るゲル化挙動および得られた分子性ゲルの力学物性、特にチキソトロピー性（シェア

速度に依存する可逆的な展延性）の挙動を評価した。 

得られた混合系オルガノゲルの評価の結果、ゲル形成能や力学物性などのゲル物性、

特にゾル状態からゲル状態への形状回復に重要であるチキソトロピー性が、アルキル

鎖長の異なるスクアリリウムアルキルアミド同族体を混合することにより、単独系ゲ

ルと比較して改善することを見出した。本研究により、異なるアルキル鎖長と水素結

合部位を有する低分子ゲル化剤の同族体を適切に混合することによる分子性ゲルの

機能向上法が、スクアリリウムアルキルアミドにおいても有効であること分かった。 

 

Figure 1 Chemical structures of squarylium alkylamides. 
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